





































































































・Masumoto K, Takasugi S, Okada S, Higuchi K, Handa S, Okuizumi H, Mutoh Y:“Stride characteristics and physiological 
responses during lateral and forward locomotion in water”, 58th Annual Meeting and 2nd World Congress on Exercise is 
Medicine of the American College of Sports Medicine, Denver, USA（2011.5）.
・山田浩平，前上里直，樋口和洋：“女子大学生の持つ禁止令と Sense of Coherenceとの関連”，日本学校保健学会誌，
Vol.53 Suppl, p. 239（2011.11）．
《活動業績》
・模擬授業「運動センスが身に付く「コーディネーショントレーニング」のすすめ 」，講師，須坂東高校（2011.3）．
・「第 42回春季北信越大学男女バレーボール選手権大会」，大会副会長，上越市（2011.5）．
・「第 59回秋季北信越大学男女バレーボール選手権大会」，大会副会長，上田市（2011.10）．
・北信越大学バレーボー連盟副会長．
・長野県大学バレーボール連盟副理事長．
助教　三池克明
《研究業績》
［論文］
・斐品正照，浅羽修丈，三池克明：“Webデザインにおける色相の RGB値指定に対する識別と印象”，情報コミュ
ニケーション学会誌，採録決定（2011.10）．
［学会発表］
・斐品正照，三池克明，三石大：“SNSにおける対人コミュニケーション活動の支援の現状と課題～メッセージを
構成する言語・準言語・非言語情報の履歴を記録・表示するシステムを目指して～”，情報コミュニケーション学
会第 8回全国大会，pp. 38-39（2011.2）．
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・斐品正照，浅羽修丈，三池克明：“色彩が変化するWeb動画に視聴者が抱く時系列的な認知と印象の変化～映像
視聴時の感情や印象の時系列的な変化を記録・分析するシステム ERICAを利用した研究事例～”，情報コミュニ
ケーション学会第 8回全国大会，pp. 88-89（2011.2）．
・浅羽修丈，斐品正照，豊瀬仁須，三池克明：“中学校国語科の詩の朗読場面における時系列的な心情変化グラフの
教育活用に関する実践報告”，情報コミュニケーション学会第 8回全国大会，pp. 92-93（2011.2）．
［著書（DTP）］
・岡田友希，三池克明（監修）：「はじめてのWOLF RPGエディター」，一市民！三池克明，http://www.k-miike.net/
educator/kyozai/,（2011.4.26）．
［紹介記事］
・“RPG作成ソフト「WOLF RPGエディター」を解説する入門書が無償公開”，窓の杜，http://www.forest.impress.
co.jp/docs/news/20110428_443057. html，（2011.4.28）．
《活動業績》
・模擬授業「コンピューターとは？人間とは？」，講師，須坂東高校（2011.3）．
介護福祉学科
学科長　教授　矢羽田明美
《研究業績》
［著書］
・草間文男（責任編集），矢羽田明美：“佐久地方で使われている方言”，信州短期大学佐久地域文化センター
（2011.3）．
［論文］
・矢羽田明美，丸紀和子，三友雅夫：“「子どもと家庭」イルビーイングの要因分析―「厳しい告発」の認識の必要
と「サービス運営」の活性化―”，信州短期大学紀要，第 22巻，pp. 31-41（2011.3）．
［研究論文指導］
・原　篤志：“Yさんらしい日常生活の支援―食事と余暇を通して―”，長野県高齢者介護福祉サービス研究学会発
表（2011.2）．
《活動業績》
・「介護老人保健施設しののめの里」，学習開講師（2011.1.27）．
・介護福祉士国家試験実地試験委員（2011.3）．
・第 6回長野県高齢者介護福祉サービス研究学会実行委員．
・社団法人日本介護福祉士養成施設協会　関東信越ブロック協議会運営委員（長野県代表）．
・第 38回佐久地区教育研究集会　話題提供（2011.10）．
教授　丸紀和子
［論文］
・矢羽田明美，丸紀和子，三友雅夫：“「子どもと家庭」イルビーイングの要因分析―「厳しい告発」の認識の必要
と「サービス運営」の活性化―”，信州短期大学紀要，第 22巻，pp. 31-41（2011.3）．
准教授　金高茂昭
《活動業績》
信州短期大学紀要，第 23巻，56-60（2012.3）
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・長野県教育委員会スクールカウンセラー．
・立科町心身障害児就学指導委員会委員．
［講演］
・「コミュニケーションの方法とストレス解消」，講師，佐久学校事務研究協議会研修会（2011.1）．
・「不登校・登校渋りをめぐって」，講師，小諸市教育委員会第 4回不登校対応特別委員会講義（2011.11）．
・「現代生徒を理解する」，講師，上小地区学校事務研究協議会講演会（2011.12）．
・「自分の性格を知る」，講師，佐久市立望月中学校心の教育講座（2011.12）．
准教授　根本秀美
《研究業績》
［論文］
・根本秀美：“介護福祉学生が作成した絵本の効果―高校生の介護のイメージの変化から―”，信州短期大学紀要，
第 22巻，pp. 24-30（2011.3）．
［学会発表］
・根本秀美：“着衣障害のある A氏のケア―周囲環境の観察と着衣の工夫を試みて―”，第 12回日本認知症ケア学
会大会（2011.9）．
准教授　関口昌利
《研究業績》
［教育事例］
・関口昌利：“介護保険事務講座の教育的効果”，信州短期大学紀要，第 22巻，pp. 60-64（2011.3）．
［研究論文指導］
・池田妃美子：“パーキンソン病の進行がみられる高齢者への援助―自力での食事摂取に向けて―”，長野県高齢者
介護福祉サービス研究学会発表（2011.2）．
《活動業績》
・「佐久市地域福祉活動計画策定部会」，部員．
・「健康サポーター養成講座」，講師，立科町地域包括支援センター（2011.10）．
・「訪問介護員 2級養成講座」，非常勤講師，上田千曲高等学校．
准教授　加藤みち代
《研究業績》
［教育事例］ 
・加藤みち代：“「ケースワーク演習」の指導内容―アイスブレイキングの有効性について―”，信州短期大学紀要，
第 22巻，pp. 49-52（2011.3）．
助教　伊藤希久美
《研究業績》
［教育事例］
・伊藤希久美：“「介護過程」授業展開に関する一考察―利用者理解を深める関連図の活用について―”，信州短期大
学紀要，第 22巻，pp. 45-48（2011.3）．
